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2（２０１０年４月）

　

自
然
と
共
生
す
る
美
し
い
ま
ち
を
つ
く

る
と
と
も
に
、
市
の
魅
力
を
育
て
発
信
す

る
こ
と
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

り
、
定
住
人
口
の
増
加
に
結
び
つ
け
ま
す
。

①
地
産
地
消
、
食
の
掘
り
起
こ
し
の

推
進
に
よ
る
「
食
育
の
里
」
づ
く
り

◆
食
の
掘
り
起
こ
し
の
推
進

　

食
の
掘
り
起
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
味

の
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
る
ご
当
地
料
理
の
開
発

等◆
食
育
、
地
産
地
消
の
推
進

　

親
子
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
等
に
よ
る
地
元

食
材
を
使
用
し
た
食
育
の
推
進

②
里
山
整
備
、
緑
化
の
推
進
等
、
自

然
と
共
存
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

◆
森
林
、
里
山
の
整
備

　

森
林
整
備
、
松
く
い
虫
防
除
対
策

◆
市
内
の
緑
化
推
進

　

第
一
次
東
御
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
の
重
点
施
策
の
基
本
方
向
を
見
据
え
、

助
産
所
の
運
営
と
保
育
園
の
改
築
に
よ
る

子
育
て
支
援
の
更
な
る
充
実
、
地
球
温
暖

化
対
策
の
推
進
、
海
野
宿
や
田
中
駅
の
周

辺
整
備
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
防
災
拠
点

と
し
て
の
舞
台
が
丘
整
備
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
F
M
放
送
の
開
局
等
を
始
め
と
し
て
、

次
の
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

 
Ⅰ 　

万
人
か
ら
４
万
人

３.５

 　
 
が
暮
ら
す
元
気
な

　
  
ま
ち
づ
く
り

　

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

③
自
然
、
文
化
、
憩
い
等
の
魅
力
あ

る
観
光
地
づ
く
り
と
、
情
報
の
発
信

◆
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進

　

観
光
の
ま
ち
づ
く
り
戦
略
の
推
進
、
湯

の
丸
高
原
・
海
野
宿
の
整
備

◆
温
泉
施
設
の
整
備

　

み
ま
き
の
湯
の
改
築
推
進（
実
施
設
計
）

◆
文
化
の
保
護
・
振
興

　

玩
具
展
示
館
の
運
営

④
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
よ
る

都
市
と
農
村
交
流
の
推
進

◆
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

　

都
市
住
民
等
の
滞
在
型
農
作
業
体
験
等

の
余
暇
活
動
の
推
進

◆
都
市
と
の
交
流
促
進　

　

大
田
区
と
の
友
好
イ
ベ
ン
ト
事
業
、
交

流
事
業

　

暮
ら
し
の
中
の
様
々
な
課
題
に
的
確
に

対
応
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
人
々
の
人
権

や
個
性
が
大
切
に
さ
れ
、
一
人
ひ
と
り
を

尊
重
す
る
安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い
ま
ち

を
つ
く
り
ま
す
。

①
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
、
子

育
て
環
境
の
充
実

◆
福
祉
医
療
費
支
給
対
象
の
拡
大

　

中
学
1
年
生
ま
で
福
祉
医
療
の
給
付
対

象
を
拡
大

◆
保
育
園
施
設
の
改
築

　

祢
津
保
育
園
の
改
築

　

私
立
海
野
保
育
園
の
改
築
補
助

◆
子
ど
も
手
当
の
給
付

　

子
ど
も
手
当
の
給
付
事
務
の
執
行

◆
予
防
接
種
へ
の
補
助

　

乳
児
の
H
ｉ
b
（
ヒ
ブ
・
髄
膜
炎
な
ど

の
感
染
症
を
引
き
お
こ
す
細
菌
）
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
補
助

◆
助
産
所
運
営
の
充
実

　

助
産
所
の
運
営

②
教
育
の
振
興
と
社
会
教
育
施
設
の

充
実
に
よ
る
、
次
世
代
人
材
育
成
の

推
進

◆
学
校
教
育
の
充
実

　

不
登
校
児
へ
の
き
め
細
か
な
対
応
と
標

 
Ⅱ 
安
全
・
安
心
、

 　
 
元
気
な
ま
ち
づ
く
り



3 （２０１０年４月）

とうみ

準
学
力
調
査
の
実
施

◆
新
図
書
館
建
設
の
推
進

　

新
図
書
館
の
建
設
内
容
の
協
議

③
就
農
支
援
、
企
業
誘
致
等
に
よ
る
、

産
業
の
振
興
と
雇
用
対
策
の
推
進

◆
農
産
物
の
販
路
拡
大

　

販
売
拠
点
の
市
場
調
査
、
検
討
、
特
産

品
販
売
の
拡
大

◆
果
樹
農
業
の
振
興

　

ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
栽
培
、
ブ
ド
ウ
産

地
の
維
持
・
発
展

◆
中
小
企
業
等
の
振
興

　

中
小
企
業
、
商
工
業
へ
の
資
金
融
資
の

対
応

◆
雇
用
対
策
の
推
進

　

離
職
者
の
雇
用
確
保
の
た
め
の
雇
用
創

出
・
雇
用
再
生
事
業

◆
特
産
品
の
開
発

　

地
産
ホ
ッ
プ
栽
培
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

ビ
ー
ル
の
開
発
、
販
路
拡
大

④
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
に
よ

り
、
健
康
で
活
動
的
な
生
活
の
支
援

◆
保
健
指
導
の
充
実

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
充
実

◆
身
体
教
育
医
学
研
究
所
へ
の
補
助

　

研
究
体
制
の
充
足
で
政
策
提
言
機
能
の

強
化
、
健
康
施
策
の
充
実

◆
人
工
透
析
施
設
の
増
築

　

市
民
病
院
に
人
工
透
析
処
置
室
の
増
築

⑤
住
宅
環
境
、
道
路
等
の
社
会
基
盤

の
整
備
と
、
景
観
に
配
慮
し
た
快
適

な
ま
ち
づ
く
り

◆
幹
線
道
路
網
の
整
備

　

田
中
祢
津
線
他
の
修
繕
、
羽
毛
田
・
上

田
バ
イ
パ
ス
他
の
調
査

◆
海
野
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
整
備

　

海
野
バ
イ
パ
ス
、
排
水
路
、
歩
道
等
の

整
備
に
着
手
。（
Ｈ
2
6
年
度
ま
で
継
続
）

◆
都
市
計
画
の
推
進

　

田
中
駅
南
口
地
域
振
興
計
画
の
推
進
、

都
市
施
設
の
見
直
し

◆
伊
勢
原
住
宅
団
地
の
改
築

　

市
営
住
宅
伊
勢
原
団
地
の
建
替
え

◆
水
の
安
定
供
給
対
策

　

水
源
開
発
に
よ
る
上
水
道
の
安
定
供
給

⑥
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
循
環
型

社
会
の
形
成

◆
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

　

地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画
の
推

進
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
（
使
用
し
て
い
な
い

土
地
、
工
場
屋
根
な
ど
を
使
っ
た
大
規
模

太
陽
光
発
電
）
調
査

◆
太
陽
光
発
電
の
普
及
推
進

　

太
陽
光
発
電
の
施
設
導
入
補
助

　

地
域
課
題
を
解
決
し
住
み
よ
い
ま
ち
を

築
く
た
め
、
市
民
と
行
政
が
共
に
考
え
、

協
力
し
て
行
動
す
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

①
小
学
校
区
単
位
で
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
た

活
動
の
仕
組
み
づ
く
り

◆
地
域
づ
く
り
へ
の
補
助

　

区
等
が
行
う
地
域
づ
く
り
活
動
に
補
助

◆
小
学
校
区
単
位
の
地
域
づ
く
り

　

自
治
会
活
動
を
促
進
し
、
各
種
団
体
と

連
携
し
た
協
働
の
地
域
づ
く
り
へ
の
支
援

②
女
性
の
積
極
的
な
社
会
参
加
を
推

進
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

◆
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

　

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
に
基
づ
く
共

同
参
画
プ
ラ
ン
の
見
直
し
、
推
進

 
Ⅲ 
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

 　
 
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

③
「
水
害
に
強
い
ま
ち
」
を
目
指
し
、

防
災
対
策
の
充
実
と
地
域
づ
く
り
の

推
進

◆
雨
水
排
水
対
策
の
推
進

　

下
之
城
地
区
排
水
対
策
調
査

　

北
御
牧
地
区
河
川
排
水
路
対
策
調
査

◆
緊
急
告
知
体
制
の
整
備

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
放
送
の
緊
急
告
知

放
送
装
置
の
整
備
、
受
信
ラ
ジ
オ
の
配
布

④
効
果
的
な
情
報
伝
達
の
実
現
に
よ

る
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

◆
舞
台
が
丘
公
共
施
設
の
整
備

　

市
民
が
集
う
市
役
所
本
庁
舎
増
改
築

（
図
書
館
合
築
）
基
本
設
計

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
放
送
局
の
開
設

　

放
送
局
の
整
備
等
の
開
局
経
費
の
補
助
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平
成　

年
度
予
算
は
、
最
小
の
経

２２

費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
よ
う
行

財
政
の
簡
素
・
効
率
化
を
図
り
な
が

ら
、
事
務
事
業
の
「
選
択
と
集
中
」

を
実
施
し
予
算
化
し
ま
し
た
。

　

歳
入
は
厳
し
い
経
済
状
況
の
影
響

を
考
慮
し
、
市
税
に
お
い
て
は
減
額

を
見
込
み
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

も
堅
実
な
見
込
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
一
般
財
源
の
計
画
的
な

縮
減
を
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
に

よ
り
行
い
、
経
常
経
費
を
抑
制
し
ま

し
た
。
一
方
で
、
懸
案
事
業
や
重
点

施
策
・
重
点
事
業
を
精
査
し
た
中
で

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
と
し
ま
し
た
。

　

予
算
額
は
、
一
般
会
計
が
１
２
９

億
３
８
０
０
万
円
（
対
前
年
度
４
億

３
１
０
０
万
円
、
3
・
4
％
の
増
）、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
ほ
か
５
つ

の
特
別
会
計
の
合
計
額
が　

億
６
３

６０

４
３
万
円
（
同
△
１
億
２
２
４
万
円
、

1
・
7
%
の
減
）、
公
営
企
業
会
計
の

水
道
事
業
会
計
で　

億
２
０
８
３
万

１０

円
（
同
２
２
８
５
万
円
、
2
・
3
％

の
増
）、
下
水
道
事
業
会
計
で　

億
２１

２
９
４
３
万
円
（
同
△
４
億
２
７
３

４
万
円
、　

・
7
％
の
減
）、
病
院

１６

事
業
会
計
で　

億
８
０
９
８
万
円

１９

（
同
３
億
２
３
９
０
万
円
、　

・
5

１９

％
の
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

   
予
算
の
概
要

　

目
的
別
で
は
、
民
生
費
が　

億
6
3
5
9

４０

万
円
で
第
1
位
、
総
務
費
が　

億
9
1
9
8

１８

万
円
で
第
2
位
、
土
木
費
が　

億
4
5
3
２

１６

万
円
で
第
3
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

民
生
費
に
は
子
ど
も
手
当
費
5
億
6
2
4

1
万
円
や
祢
津
保
育
園
改
築
事
業
費
3
億
8

5
7
6
万
円
を
、
総
務
費
に
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
F
M
放
送
局
施
設
等
支
援
事
業
費
3
1

5
0
万
円
を
、
土
木
費
に
は
伊
勢
原
市
営
住

宅
建
設
事
業
費
9
7
5
2
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ

予
算
化
し
ま
し
た
。
以
下
、
公
債
費
、
教
育

費
、
衛
生
費
、
商
工
費
、
農
林
水
産
業
費
、

消
防
費
、
議
会
費
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
事
業
と
し
て
は
、

祢
津
保
育
園
改
築
事
業
、
合
併
振
興
基
金
積

立
、
文
化
会
館
駐
車
場
整
備
事
業
な
ど
の
9

事
業
を
計
画
し
ま
し
た
。

　　

主
な
歳
入
は
地
方
交
付
税
が　

億
1
7
0

４０

0
万
円
で
第
1
位
、
市
税
が　

億
2
4
1
0

３８

万
円
で
第
2
位
、
市
債
が　

億
7
7
0
0
万

１１

円
で
第
3
位
と
な
り
、
昨
今
の
経
済
情
勢
が

反
映
さ
れ
市
税
の
歳
入
が
伸
び
ず
、
昨
年
の

第
1
位
か
ら
第
2
位
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

落
ち
込
み
を
地
方
交
付
税
と
市
債
（
借
金
）

で
補
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

特
別
な
歳
入
と
し
て
は
、
合
併
特
例
債
4

億
3
8
0
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、

不
足
す
る
財
源
を
補
う
た
め
、
繰
入
金
の
う

ち
、
財
政
調
整
基
金
（
貯
金
）
2
億
7
7
6

4
万
円
の
取
り
崩
し
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

　

国
の
予
算
に
お
い
て
は
大
幅
な
制
度
改
正

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
内
容
が
示
さ
れ

た
時
点
で
適
切
な
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

歳　

出

歳　

入

（単位：万円）

（単位：万円）



5

とうみ

（２０１０年４月）

   
当
初
予
算
額
の
推
移

 ［歳入］

増　　　　減平成21年度平成22年度
区　　　　分

率 （％）金額 （Ａ－Ｂ）構成比 （％）予算額（Ａ）構成比 （％）予算額（Ａ）

△4.7△18,74232.1401,15229.6382,410市 税

△30.7△6,1001.619,9001.113,800地 方 譲 与 税

△18.8△3000.11,6000.11,300利 子 割 交 付 金

△25.0△1000.04000.0300配 当 割 交 付 金

0.000.01000.0100株式等譲渡所得割交付金

0.002.228,0002.228,000地 方 消 費 税 交 付 金

△25.0△3000.11,2000.1900ゴルフ場利用税交付金

△50.0△2,7000.45,4000.22,700自 動 車 取 得 税 交 付 金

△7.7△4570.55,9000.45,443地 方 特 例 交 付 金

9.234,00029.4367,70031.0401,700地 方 交 付 税

3.6200.05500.0570交通安全対策特別交付金

△3.1△9262.429,8402.228,914分 担 金 及 び 負 担 金

△3.6△9132.025,0801.924,167使 用 料 及 び 手 数 料

53.030,9284.758,3206.989,248国 庫 支 出 金

53.331,5344.759,1717.090,705県 支 出 金

△6.2△2390.33,8520.33,613財 産 収 入

0.000.010.01寄 付 金

△46.3△49,5458.6107,0724.457,527繰 入 金

0.000.45,0080.45,008繰 越 金

16.25,5202.734,1753.139,694諸 収 入

22.221,4207.796,2809.1117,700市 債

3.443,100100.01,250,700100.01,293,800　 合　 計　

増　　　　減平成21年度平成22年度
区　　　　分

率 （％）金額（Ａ－Ｂ）構成比 （％）予算額（Ａ）構成比 （％）予算額（Ａ）

△6.9△9141.113,2591.012,345議 会 費

9.516,49013.8172,70814.6189,198総 務 費

31.998,16824.6308,19131.4406,359民 生 費

0.22037.998,1587.698,361衛 生 費

1.68234.050,4314.051,254農 林 水 産 業 費

25.514,8824.758,4535.773,334商 工 費

△20.9△43,41016.6207,94212.7164,532土 木 費

14.35,8183.340,7463.646,564消 防 費

△13.7△16,9629.9124,0688.3107,106教 育 費

△18.5△31,99813.9173,33510.9141,337公 債 費

0.000.04100.0410災 害 復 旧 費

0.000.23,0000.23,000予 備 費

3.443,100100.01,250,700100.01,293,800　 合　 計　

 ［歳出］

―
持
続
可
能
な

　
　
　

美
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
―

　

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま

１８

２２

で
の
当
初
予
算
の
推
移
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。　

年
度
予
算
と
比
較
し

１８

ま
す
と
、一
般
会
計
で
は
4
・
6
％
の

縮
小
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
は
前
年
度
比
6
％
減

の
予
算
で
す
が
、
介
護
保
険
特
別
会

計
で
は
介
護
給
付
費
等
の
増
加
に
伴

い
前
年
度
比
5
％
増
の
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。
老
人
保
健
特
別
会
計
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
に
伴

い　

万
円
の
み
計
上
し
て
い
ま
す
。

１０
※
各
表
の
金
額
は
、
万
円
未
満
を
四

捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
と

一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（単位：万円）

（単位：万円）
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　巨峰の王国まつり補助金  ・・・・・・・・450万円

◎憩いの家指定管理経費委託料  ・・・・・・300万円

◎アンテナショップ開設検討経費  ・・・・・113万円

●商工費

　中小企業振興資金等預託金  ・・・・2億5,000万円

　温泉施設指定管理料  ・・・・・・・・・7,200万円

　新交通システム運行費補助金  ・・・・・5,600万円

　雇用対策事業費  ・・・・・・・・・・・4,184万円

　融資斡旋保証料  ・・・・・・・・・・・3,000万円

　市民夏祭り実行委員会補助金  ・・・・・・480万円

　火のアートフェスティバル運営補助金  ・・450万円

◎観光まちづくり戦略会議諸経費  ・・・・・50万円

●土木費

　下水道事業会計繰出金  ・・・・・・11億6,914万円

　伊勢原市営住宅建設事業費  ・・・・・・9,752万円

◎まちづくり交付金事業費（海野地区整備事業）

　　　　　　  ・・・・・・・・・・・・・2,700万円

　田中・祢津線舗装修繕工事費  ・・・・・2,100万円

　道路後退用地整備事業  ・・・・・・・・・900万円

◎上田バイパス対策費  ・・・・・・・・・・510万円

●消防費

　上田地域広域連合負担金(常備消防分)  3億304万円

◎緊急告知放送整備事業費  ・・・・・・・5,175万円

　小型動力ポンプ・積載車等購入費  ・・・1,660万円

●教育費

　文化会館指定管理料  ・・・・・・・・・6,939万円

◎加沢公民館新築施設整備補助金  ・・・・6,370万円

◎文化会館駐車場整備事業費  ・・・・・・4,549万円

　田中小学校耐震補強工事費  ・・・・・・・500万円

　国際交流事業費  ・・・・・・・・・・・・481万円

　標準学力調査委託料  ・・・・・・・・・・354万円

◎玩具展示館（海野宿）運営管理費  ・・・・283万円

◎東部中学校創立50周年記念事業補助金  ・・50万円

合併特例債の活用事業 （単位：万円）

うち、合併特
例債充当額

総事業費事　　　業　　　名

16,88038,576祢 津 保 育 園 改 築 事 業

14,25015,000合 併 振 興 基 金 積 立 金

4,3204,549文 化 会 館 駐 車 場 整 備 事 業

1,5502,700海 野 バ イ パ ス 道 路 整 備 事 業

8502,100市道田中・祢津線道路改良事業

7801,660小 型 ポ ン プ 積 載 車 等 整 備 事 業

690730市 道 北 部 西 原 線 道 路 改 良 事 業

590630御牧乃湯施設全体改修施設整備事業

470500県営八重原堰地区土地改良事業

40,38066,445　 合 計　

増　　　減平成21年度
予算額（Ｂ）

平成22年度
予算額（Ａ）

会　　計　　名
率（％）差引�－�

△2.0△1,32966,76965,440収益的支出

水道事業
会 計

10.93,61433,02936,643資本的支出

2.32,28599,798102,083計

△1.6△2,011127,550125,539収益的支出

下水道事
業 会 計

△31.8△40,724128,12887,404資本的支出

△16.7△42,734255,677212,943計

5.07,926159,293167,218収益的支出

病院事業
会 計

381.324,4646,41630,880資本的支出

19.532,390165,708198,098計

1.34,586353,611358,197収益的支出

公営企業
会計合計

△7.5△12,646167,573154,927資本的支出

△1.5△8,060521,184513,124計

公営企業会計 （単位：万円）

▲毎年大勢の来場者でにぎわう巨峰の王国まつり
　（抽選会のようす）

→



7 （２０１０年４月）

とうみ

●議会費

　議員報酬、手当等（19名分）  ・・・・・9,826万円

　政務調査費  ・・・・・・・・・・・・・・228万円

●総務費

◎コミュニティ放送局施設等支援事業費  ・3,150万円

◎参議院議員選挙費  ・・・・・・・・・・1,800万円

◎県知事選挙費  ・・・・・・・・・・・・1,800万円

◎舞台が丘整備基本設計委託料  ・・・・・1,280万円

　国勢調査費  ・・・・・・・・・・・・・1,215万円

　市民ぐるみの健康まちづくり推進事業（AED購入）

　　　　　　  ・・・・・・・・・・・・・・320万円

　太陽光発電施設導入助成事業  ・・・・・・300万円

●民生費

◎子ども手当費  ・・・・・・・・・・5億6,241万円

◎祢津保育園改築事業費  ・・・・・・3億8,576万円

　介護保険特別会計繰出金  ・・・・・3億3,088万円

　保育所運営事業費（市立）  ・・・・・2億9,274万円

　長野県後期高齢者医療広域連合負担金

　　　　　　  ・・・・・・・・・・・2億4,785万円

　国民健康保険特別会計繰出金  ・・・1億9,164万円

　生活保護費  ・・・・・・・・・・・1億5,826万円

◎海野保育園施設整備補助金  ・・・・1億1,736万円

　後期高齢者医療特別会計繰出金  ・・・・6,699万円

　児童等福祉医療費（中学校1年生までの医療費無料化）

　　　　　　  ・・・・・・・・・・・・・5,016万円

◎滋野児童クラブ室改修工事費  ・・・・・1,000万円

●衛生費

　市民病院事業会計繰出金  ・・・・・1億9,664万円

　上田地域広域連合負担金（ごみ処理）  1億4,245万円

　ごみ分別収集費  ・・・・・・・・・1億1,219万円

　予防接種事業費  ・・・・・・・・・・・4,064万円

◎ （うち新型インフルエンザ予防接種委託料・補助金719万円）

◎ （うちヒブワクチン接種補助金156万円）

　妊婦検診事業費  ・・・・・・・・・・・3,287万円

　医学生等奨学金貸付金  ・・・・・・・・1,200万円

◎身体教育医学研究所補助金  ・・・・・・・560万円

●農林水産業費

　中山間地域等直接支払制度費  ・・・・1億238万円

増　　　減平成21年度
予算額（Ｂ）

平成22年度
予算額（Ａ）

会　　計　　名
率（％）差引�－�

3.443,1001,250,7001,293,800一 般 会 計

△6.0△19,000315,000296,000国民健康保険特別会計

△99.2△1,2901,30010老 人 保健特別会計

△0.6△18028,16027,980後期高齢者医療特別会計

5.011,380226,920238,300介 護 保険特別会計

△85.4△1,7642,067303地域改善地区住宅改修資金等
貸 付 事 業 特 別 会 計

1.563043,12043,750工業地域開発事業特別会計

△1.7△10,224616,567606,343特 別 会 計 合 計

1.832,8761,867,2671,900,143　 総　 額　

一般会計及び特別会計 （単位：万円） 一般会計にみる市民１人当たりの歳出・歳入

　３月１日現在の人口31,756人で割ると、市民１人
当たりでは約40万7,000円となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

平成22年度
款　　　名　　　称

1人あたり予算額

127,963民 生 費

59,579総 務 費

51,811土 木 費

44,507公 債 費

33,728教 育 費

30,974衛 生 費

23,093商 工 費

16,140農 林 水 産 業 費

14,663消 防 費

4,961そ の 他（議会費、災害復旧費など）

407,419　 合　 　 計　

　歳入では市税（自主財源）が約１２万円、市債（借
入）が約３万７千円となりました。●問い合わせ先　総務課財政係　�64－5805

▲新園舎が待遠しい祢津保育園（ひな祭り） →
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とうみ

  
新
規
採
用
及
び
退
職
職
員

●
新
規
採
用
職
員
は　

人
で
す

１７

花
里　

潤 （
税
務
課
）
小
林
み
な
み
（
市

民
課
）
大
塚
由
香
里
（
子
育
て
支
援
課
）

中
村
紗
麗
衣
（
子
育
て
支
援
課
）
山
田

貴
子（
子
育
て
支
援
課
）
大
村
明
恵
（
福

祉
課
）
土
屋
枝
理
香
（
健
康
保
健
課
）

戸
堀
一
真
（
建
設
課
）
久
保
隆
佑
（
建

設
課
）
内
山
敏
子
（
教
育
課
）
荻
原
理

子
（
教
育
課
）
宮
尾　

香
（
教
育
課
）

竹
花
文
利
（
生
涯
学
習
課
）
青
手
木
祐

子 （
市
民
病
院
助
産
師
）
大
井
慶
子
（
市

民
病
院
看
護
師
）
下
村
淳
子
（
市
民
病

院
看
護
師
）
大
塚
由
香
（
市
民
病
院
看

護
師
）

●
退
職
者
は　

人
で
す

１１

（
カ
ッ
コ
内
は
退
職
時
の
職
名
） 

堀　

育
夫
（
総
務
部
長
）
柳
沢
登
美

（
健
康
福
祉
部
長
）
後
藤
菊
夫
（
議
会

事
務
局
長
）
寺
島
一
利
（
商
工
観
光
課

長
）
清
水
凉
次
（
消
防
防
災
課
長
）
木

村
宗
昭
（
市
民
病
院
医
師
部
長
）
五
十

嵐
稔
（
消
防
防
災
課
係
長
）
関　

厚
子

（
子
育
て
支
援
課
園
長
）
小
宮
山
千
枝

子
（
子
育
て
支
援
課
園
長
）
射
手
陽
子

（
教
育
課
主
査
）
丸
山
昌
子
（
税
務
課

主
査
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局
の
組
織
変
更

　

教
育
部
と
生
涯
学
習
部
の
二
部
体
制

に
し
ま
し
た
。

●
課
の
新
設

　

子
育
て
支
援
課
か
ら
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
分
離
し
、
課
を
新
設
し
ま
し

た
。

●
係
の
統
廃
合
及
び
新
設

・
総
務
課
電
算
係
の
廃
止
に
伴
い
、
情

報
政
策
と
庁
舎
財
産
管
理
等
を
所
管
す

る
総
務
課
行
政
管
理
係
を
新
設
し
ま
し

た
。

・
総
務
課
秘
書
係
と
企
画
課
情
報
統
計

係
を
統
合
し
、
企
画
課
秘
書
広
報
係
に

し
ま
し
た
。

・
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
協
働
係
を
廃
止

し
、
所
管
事
務
を
企
画
課
企
画
政
策
係

と
市
民
課
生
活
環
境
係
に
移
し
ま
し
た
。

・
建
設
課
に
住
宅
係
を
新
設
し
ま
し
た
。

・
上
下
水
道
課
の
庶
務
係
と
料
金
係
を

統
合
し
、
業
務
係
に
し
ま
し
た
。

・
生
涯
学
習
課
の
青
少
年
係
と
男
女
共

生
係
を
統
合
し
、
青
少
年
男
女
共
生
係

に
し
ま
し
た
。

●
助
産
所
と
う
み
の
開
所

　

4
月　

日
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

２３

す
。

●
消
防
防
災
業
務
の
移
管

　

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部
の
一

本
化
に
伴
い
、
消
防
防
災
課
職
員
及
び

関
連
業
務
が
広
域
連
合
へ
移
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
消
防
防
災
課
に
代
わ
る
組

織
と
し
て
消
防
署
内
に
総
務
課
危
機
管

理
係
を
新
設
し
ま
し
た
。

  
組
織
の
一
部
変
更
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次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
地
域

の
宝
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か

に
育
つ
よ
う
、
市
内
各
地
、
各
地
区

で
は
、
子
ど
も
会
・
育
成
会
を
と
お

し
た
地
域
ぐ
る
み
の
育
成
活
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
多
く
の
人
た

ち
と
の
交
流
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心

を
育
て
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
育
成
活
動
が
こ
れ

２２

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

喜
ん
で
参
加
で
き
る
よ
う
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

   
春
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の

　
　

通
学
路
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
！

　

新
入
・
進
級
児
童
・
生
徒
が
希

望
い
っ
ぱ
い
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ

て
登
校
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

時
期
に
、
例
年
不
審
者
情
報
も
あ

り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
目
が

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
に
合
わ
せ

て
、
散
歩
を
し
た
り
、
水
く
れ
を

し
な
が
ら
通
学
路
を
見
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

   
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
つ
い
て

　
　
　
　

地
域
で
懇
談
し
ま
し
ょ
う
！

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
支
え
る
に
は
、
地
域
の
力
が
大

切
で
す
。
地
域
で
子
ど
も
た
ち
の

育
成
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、

考
え
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

●
出
前
講
座
が
あ
り
ま
す

　

「
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ

い
て
」「
ケ
ー
タ
イ
に
つ
い
て
」「
健

全
育
成
に
つ
い
て
」
な
ど
市
の
出

前
講
座
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
育
成
懇
談
会
補
助
が
あ
り
ま
す

　

講
師
を
招
く
場
合
な
ど
補
助
が

出
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

   
活
動
中
の
事
故
に
備
え
て

 
「
子
ど
も
会
安
全
会
」 へ
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
会
安
全
会
は
、
子
ど
も

会
や
育
成
会
の
活
動
中
に
生
じ
た

事
故
に
、
通
院
1
日
目
か
ら
見
舞

金
を
支
給
す
る
全
国
子
ど
も
会
連

合
会
の
制
度
で
す
。
市
で
は
会
費

を
全
額
補
助
し
、
加
入
を
促
進
し

て
い
ま
す
。
平
成　

年
度
の
手
続

２２

き
は
各
区
の
育
成
会
を
と
お
し
て

既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是

非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
加
入
の
手
続
き

　

所
定
の
用
紙
に
、
氏
名
・
年
齢
・

行
事
計
画
を
記
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
見
舞
金
の
対
象
と
な
る
も
の　

　

①
育
成
会
等
の
活
動
中
の
事
故

　

②
会
場
ま
で
の
通
常
経
路
往
復

　
　

途
中
の
事
故

　

③
事
前
会
議
・
練
習
中
の
事
故

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　

青
少
年
男
女
共
生
係

　
　

�　

－

５
８
８
５

６４

   
平
成　

年
度

２１

　

各
地
区
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

  
田
中
地
区
青
少
年
育
成
協
議
会

　

会
長　

栗
原　

陽
子　

「
ワ
イ
ワ
イ
遊
ぼ
う
会
」

　

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
縦

割
グ
ル
ー
プ
で
、
遊
び
の
コ
ー
ナ

ー
を
回
り
ま
す
。『
わ
た

し
は
高
学
年
の
お
ね
え

ち
ゃ
ん
と
回
り
ま
し
た
。

難
し
い
の
も
あ
っ
た
け
ど

グ
ル
ー
プ
の
仲
間
と
い
っ

し
ょ
に
や
っ
て
楽
し
か
っ

た
で
す
。
来
年
も
や
り
た

い
で
す
。』と
参
加
し
た
低

学
年
の
子
か
ら
感
想
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
年
も
楽
し
い
コ
ー

ナ
ー
を
い
っ
ぱ
い
用
意
し
ま
す
の

で
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▲いろいろな遊びを体験
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滋
野
地
区
青
少
年
育
成
協
議
会

　

会
長　

関　
　

勝
人　

　
「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で

　
　
　
　

史
跡
め
ぐ
り
」

　

バ
ス
に
乗
っ
て
市
内
の
史
跡
・

文
化
財
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
行

い
ま
し
た
。
講
師
の
先
生
か
ら
、

史
跡
の
由
来
な
ど
を
お
聴
き
し
な

が
ら
、
ス
タ
ン
プ
シ
ー
ル
を
貼
り
、

参
加
者
全
員
が
楽
し
み
な
が
ら
学

び
ま
し
た
。
滋
野
小
学
校
の
親
子

の
方
々
が
大
勢
参
加
し
て
く
だ
さ

り
、
地
域
の
方
々
と
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は

ど
こ
か
な
？
お
楽
し
み
に
。

  
祢
津
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

　

会
長　

増
田　

勝
仁　

「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
」

　

5
、
6
人
で
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、

コ
ー
ス
図
を
見
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
探
し
ま
す
。
見
つ
け

た
時
は
「
あ
っ
た
ー
！
」
と
大
喜

び
。
百
体
観
音
、
大
日
堂
、
歌
舞

伎
舞
台
な
ど
史
跡
を
巡
り
な
が
ら

地
元
の
人
か
ら
話
を
聞
き
、
問
題

に
答
え
な
が
ら
正
答
得
点
と
順
位

を
競
い
ま
し
た
。
地
区
内
を
歩
き
、

自
分
達
の
ふ
る
さ
と
を
知
り
、
ふ

る
さ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ

と
っ
た
一
日
で
し
た
。

  
和
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

　

会
長　

山
嵜　

義
人　

「
一
年
間
の
取
り
組
み
」

　

夏
休
み
の
「
ふ
し
ぎ
発
見
」、　
１０

月
の
球
技
大
会
、　

月
の
「
ふ
る

１１

さ
と
学
習
」
な
ど
、
ど
の
事
業
に

も
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し

て
く
れ
ま
す
。
地
域
の
方
々
や
、

P
T
A
、
異
年
齢
の
子
ど
も
た
ち

が
一
堂
に
会
し
、
に
ぎ
や
か
に
、

ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
交
流
を
深
め

ま
す
。
写
真
は
ふ
る
さ
と
学
習
で

紙
玉
鉄
砲
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ひ
と
り
で
は
難
し
い
こ
と

も
皆
で
や
れ
ば
楽
し
く
で
き
ま
す
。

  
北
御
牧
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

　

会
長　

山
浦　

康
紀　

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

  
ロ
ケ
ッ
ト
飛
ば
し
大
会
」

　

P
T
A
役
員
O
B
の
方
々
に
指

導
い
た
だ
き
な
が
ら
、
秋
に
は
毎

年
恒
例
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ

ト
飛
ば
し
大
会
を
行
い
ま
す
。
応

援
す
る
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
を

は
じ
め
、
お
孫
さ
ん
の
雄
姿
を
見

よ
う
と
大
勢
の
お
じ
い
さ
ん
た
ち

も
駆
け
つ
け
、
に
ぎ
や
か
に
開
催

さ
れ
、
1
0
4
M
と
い
う
大
会
新

記
録
が
出
ま
し
た
。
ま
た
、
新
記

録
出
る
か
な
？

▲白鳥神社で記念撮影

▲紙玉鉄砲づくりに夢中

▲表彰式後の記念撮影

▲歌舞伎舞台でお話を聞きました
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誕生日おめでとう！（ 4 月生まれ）

 菊  池 　 温 大   くん （乙女平）
きく ち はる と

（２歳、H２０．４．７生）

　温大、２歳のお誕生日おめでとう�お

しゃべりも上達、最近はおうたも歌うよ

うになったね�たくさん遊んで、いっぱ

い食べて、元気に育ってね�

 滝  澤 　 慶 翔   くん（加沢）
たき ざわ けい と

（２歳、H２０．４．２５生）

　けいちゃん、お誕生日おめでとう�い

たずら大好き、元気いっぱい！のびのび

と元気に大きくなってね�

 成  澤 　 拓 海   くん （本海野）
なる さわ たく み

（１歳、H２１．４．２２生）

　もう１歳�お兄ちゃん同様おんぶが大

好きだから、お兄ちゃんみたいに優しい

オトコに成長できるカナ？おめでとう。

毎日「かわいい」をたくさんありがとう。

 成  澤 　 悠 介   くん （曽根）
なる さわ ゆう すけ

（２歳、H２０．４．７生）

　歩き出すのもおそく、髪の毛もなかな

かのびずに、いつまでも赤ちゃんぽい

ゆー君でしたが、最近はずい分活発に

なって頼もしくなってきました。

 井  口 　 晴 斗   くん （曽根）
い ぐち はる と

（１歳、H２１．４．１生）

　１歳のお誕生日おめでとう�お姉ちゃ

んが大好きなやんちゃ君。いっぱい食べ

て、遊んで、笑って大きくなぁれ�いつ

も楽しませてくれてありがとね�

 佐  山 　　唯   ちゃん （日向が丘）
さ やま ゆい

 （３歳、H１９．４．２９生）

　唯ちゃん３歳おめでとう！何でもマイ

クにして自作の歌を歌ったり、踊ったり

してかわいいね！弟をかわいがってくれ

てありがと�これからもいいお姉さんで

いてね。

☆募集します!!☆　（対象者５月生まれの３歳まで）
　写真 （うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名 （ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添えて企画課
広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。なお紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承く
ださい。　締め切りは、４月９日 （金） 必着。

　

御
牧
原
保
育
園
と
中

央
保
育
園
を
統
合
し
、

現
在
の
中
央
保
育
園
が

『
北
御
牧
保
育
園
』
に

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
保
育
内
容
や

保
育
時
間
等
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

市
の
生
涯
学
習
カ
レ
ン

ダ
ー
に
記
載
さ
れ
て
い

る
園
行
事
は
、「
中
央
・

原
保
育
園
」
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
予
定
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

北
御
牧
保
育
園
と
し
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

  
４
月
１
日
よ
り

『
北
御
牧
保
育
園
』
に
な
り
ま
す

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

  
祢
津
保
育
園
の

　
　

改
築
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

　

祢
津
保
育
園
新
園
舎
の
現
地
改

築
に
伴
い
、
仮
園
舎
で
の
保
育
と

な
り
ま
す
。

　

仮
園
舎
の
建
設
場
所
は
、
イ
ン

タ
ー
東
部
流
通
団
地
区
画
内
で
す
。

改
築
の
工
期
は
、
平
成　

年
4
月

２２

〜　

年
3
月
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

２３
新
園
舎
が
完
成
次
第
引
越
し
の
予

定
で
す
。

　

仮
園
舎
生
活
の
間
は
何
か
と
ご

不
便
を
お
か
け
す
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

子
育
て
支
援
課
保
育
係

　
　

�　

－

５
９
０
３

６４

▲参観日に園舎の前で記念撮影（御牧原保育園）
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第10話　あきれた面接係
男女共同参画プラン推進委員会  

　

２
月　

日
、
小
諸
市
で
行
わ
れ
た

２１

「
第　

回
東
信
少
年
柔
道
大
会
」
で
東

３０

部
柔
道
教
室
が
優
勝
し
、
大
会
３
連
覇

を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
昨

年
の
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
全
国
大
会
の

予
選
会
を
兼
ね
、
３
月　

日
に
は
、
松

２１

本
市
で
開
催
さ
れ
る
県
大
会
へ
全
国
大

会
出
場
を
か
け
て
挑
み
ま
す
。

　

新
監
督
の
荻
原
治
樹
さ
ん（
中
屋
敷
）

指
揮
の
も
と
、
始
動
し
た
新
チ
ー
ム
の

選
手
を
紹
介
し
ま
す
。

（
写
真
前
列
が
出
場
選
手
。
右
か
ら
）

大
将　

友
野　

葵
さ
ん（
祢
津
小
５
年
）

副
将　

林　

大
介
さ
ん （
和
小
５
年
）

中
堅　

荻
原
杏
慈
さ
ん（
滋
野
小
４
年
）

次
鋒　

渋
谷
周
平
さ
ん（
田
中
小
４
年
）

先
鋒　

友
野　

桜
さ
ん（
祢
津
小
４
年
）

●材料（４人分、★：市内の食材）
ギョーザの皮  …………………………２５枚
豚ひき肉  ………………………………１５０g
キャベツ★  ………………………１～２枚
ニラ★  ……………………………１/４束

（３０秒程度、様子を見ながら）
⑥残っているお湯を捨てる。油を適量入
れ全体にまわし、焦げ目がつくまで焼
く。

＜審査員からのアドバイス＞
　肉１００ｇあたり、大さじ１の水を入れ
てみてください。

長ネギ★  …………………………１/４本
青シソ★  ………………………………５枚
スライスチーズ  ………………………３枚
みょうが★  ………………………１～２個
リンゴ★  …………………………１/５個
サラダ油  ………………………………適量

�作り方
①キャベツ、ニラ、長ネギ、みょうがをみ
じん切りにする。

②チーズは、５mm位に切る。リンゴは５
mm位の角切り。

③ボールにひき肉、ニラ、キャベツ、長ネ
ギを入れてまぜる。

④�と、みょうが、�をギョーザの皮で
包む。（組み合わせは自由です！）
⑤フライパンにつつんだギョーザを並べ
て、お湯を適量入れふたをして蒸す。

  親子料理コンテスト
　　　 　入賞作品紹介⑤

わくわくッ賞

びっくりギョーザ
　ギョーザの中身はヒミツ！口にし
て…味わって…感じて…何味だった
かな？
　　宮入真奈美・菜知（小５）さん

  
子
ど
も
と
女
性
を

　

性
犯
罪
等
か
ら
守
る
た
め
に

　

昨
年
９
月
、
県
警
察
本
部
に
「
子
ど
も
・

女
性
安
全
対
策
室
〔
通
称
Ｊ
Ｗ
Ａ
Ｔ
（
ジ
ェ

イ
ワ
ッ
ト
）〕」
を
設
置
し
ま
し
た
。
社
会
的

に
弱
い
立
場
に
あ
る
子
ど
も
や
女
性
へ
の

『
声
掛
け
』、『
つ
き
ま
と
い
』
な
ど
性
犯
罪

の
前
兆
と
見
ら
れ
る
事
案
に
つ
い
て
、
行
為

者
を
特
定
し
、
検
挙
又
は
指
導
・
警
告
措
置

を
講
ず
る
た
め
の
組
織
で
す
。

　

昨
年
春
に
は
市
内
で
も
、
そ
れ
ら
の
事
案

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
見
知
ら
ぬ
人
に
声
を

か
け
ら
れ
た
り
、
つ
き
ま
と
わ
れ
た
時
や
見

か
け
た
時
は
、
遠
慮
な
く
警
察
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

●
東
御
市
警
部
交
番　

�　

－

０
１
０
４

６２

●
市
民
課
生
活
環
境
係
�　

－

５
８
９
６

６４

■今月号で入賞作品の全てを紹介しました。みなさんのご家庭でも、オリジナル料理作ってみませんか？

 
東
部
柔
道
教
室
新
チ
ー
ム
始
動

　
  　

東
信
少
年
柔
道
大
会
３
連
覇



14（２０１０年４月）

　 
性
教
育
講
演
会
の

　
　
　
　

お
話
を
聞
い
て

　
　
　
　

北
御
牧
中
学
校
二
年

　
　
 
柄  
澤  
香  
奈 
恵
   
　

か
ら 
さ
わ 

か 

な 

え

　

人
の
愛
が
こ
ん
な
に
苦
し
い
な

ん
て
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

講
演
会
を
聞
い
て
い
て
、「
私

は
、
自
分
の
身
に
危
険
が
迫
っ
た

と
き
、
そ
の
人
に
Ｎ
ｏ
�
と
言
え

る
の
か
な
？
」
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
人
に
だ
ま
さ
れ
や
す
い
の
で
、

心
配
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
お
話
を
聞
い
て
、
自
分
も

そ
の
人
も
、
そ
し
て
赤
ち
ゃ
ん
も

大
切
に
し
て
生
き
て
い
こ
う
と
思

　 
初
め
て
引
き
つ
い
だ
仕
事

　
　
　
　

祢
津
小
学
校
五
年

　
　
 
土  
屋 　
 
結 
麻
   
　

つ
ち 

や 

ゆ 

ま

　

私
は
、
児
童
会
長
に
立
候
補
し

ま
し
た
が
、
書
記
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
初
め
て
引
き
つ
い
だ

仕
事
は
、「
六
年
生
を
送
る
会
」
の

計
画
で
し
た
。
最
初
は
な
か
な
か

決
ま
ら
ず
、
た
だ
時
間
だ
け
が
過

ぎ
て
い
く
ば
か
り
で
し
た
。
で
も
、

土
・
日
や
下
校
時
間
が
早
い
時
な

ど
、
み
ん
な
と
相
談
し
た
り
、
集

ま
っ
て
決
め
た
り
し
ま
し
た
。
係

で
は
な
い
友
達
も
一
緒
に
決
め
て

く
れ
ま
し
た
。
な
の
で
、
ど
ん
ど

ん
進
ん
で
い
っ
て
、
学
年
全
体
で

練
習
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

み
ん
な
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
思
い

つ
い
て
、
だ
ん
だ
ん
お
も
し
ろ
い

物
語
げ
き
が
出
来
て
き
て
と
て
も

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

実
際
に
「
六
年
生
を
送
る
会
」

を
や
っ
て
み
て
、
自
分
の
反
省
と

し
て
、
も
う
少
し
声
を
出
せ
ば

も
っ
と
い
い
発
表
に
な
っ
た
か

な
？
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
楽
し

▲たこ焼きどうぞ

　

「
た
だ
い
ま
よ
り
ジ
ャ
ス
コ
和

店
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
」
年
長
児

の
放
送
の
合
図
と
と
も
に
、�
お

店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
�
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
を
開
催
す

る
に
あ
た
り
、
各
ク
ラ
ス
で
子
ど

も
達
と
一
緒
に
品
物
を
決
め
、
剣

や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
食
べ
物
な
ど

の
品
物
作
り
を
し
ま
し
た
。

　

前
日
に
は
、
ど
ん
な
品
物
が
売

ら
れ
て
い
る
の
か
遊
戯
室
の
お
店

に
見
に
行
き
「
こ
れ
、
か
わ
い

い
！
」「
あ
れ
が
欲
し
い
な
」
と
品

定
め
。
品
物
３
つ
と
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
、
ジ
ュ
ー
ス
の
計
５
品
が
買
え

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　

家
庭
に
帰
っ
て
か
ら
も
、
何
に

し
よ
う
か
迷
い
、
お
家
の
人
に
買

い
た
い
物
を
話
し
た
り
と
楽
し
み

に
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

当
日
は
、
お
財
布
と
バ
ッ
グ
を

持
ち
、
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
な

が
ら
遊
戯
室
に
向
か
う
子
ど
も
達
。

お
店
に
は
、
買
い
物
カ
ゴ
と
レ
ジ

が
並
び
、
年
長
児
の
店
員
さ
ん
が

お
客
さ
ん
を
待
ち
ま
し
た
。「
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」「
た
こ
焼
き
も

あ
る
よ
」
と
威
勢
の
良
い
店
員
さ

ん
の
声
に
更
に
胸
を
弾
ま
せ
、

「
こ
れ
く
だ
さ
い
」「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
レ
ジ
で
買
っ
た

物
を
バ
ッ
グ
つ
め
て
も
ら
い
、
お

店
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
、
楽
し
み

ま
し
た
。

　

異
年
齢
の
交
流
が
で
き
、
模
擬

社
会
体
験
も
で
き
、
子
ど
も
達
は

満
足
感
で
い
っ
ぱ
い
の
よ
う
で
し

た
。

▲人気だった剣やアクセサリー

く
送
る
会
が
出
来
て
良
か
っ
た
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
全
校
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
り
っ
ぱ
な
学
校
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
し
た
。

　

私
の
名
前
の
由
来
は
、
お
父
さ

ん
と
お
母
さ
ん
が
女
の
子
が
欲
し

く
て
願
っ
て
い
た
ら
、
女
の
子
の

私
が
産
ま
れ
、
願
い
が
叶
っ
た
か

ら
、
香
奈
恵
と
い
う
名
前
を
つ
け

て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、
お
母
さ

ん
の
お
腹
に
い
た
時
の
記
憶
は
も

ち
ろ
ん
な
い
け
れ
ど
、
こ
ん
な
に

私
が
産
ま
れ
て
く
る
こ
と
を
願
っ

て
く
れ
た
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ

ん
に
会
え
て
よ
か
っ
た
し
、
こ
れ

か
ら
も
感
謝
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

い
つ
も
私
は
、
お
母
さ
ん
と
お

父
さ
ん
に
逆
ら
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

今
日
は
心
の
中
で
、「
産
ん
で
く

れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
思
い
ま
し

た
。

▲６年生に感謝を込めて発表

▲講演会のようす
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祝  
小
中
学
校
卒
業
式

　

３
月　

日
に
中
学
校
で
、　

日
に
は
小
学
校
で
卒
業
証

１７

１８

書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
涙
と
笑
顔
、
少
し
の
不
安

と
大
き
な
希
望
。
仲
間
と
過
ご
し
た
思
い
出
の
校
舎
を
あ

と
に
す
る
児
童
生
徒
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

本
年
度
の
卒
業
生
は

　

中
学
校
３
２
８
名
、

　

小
学
校
３
１
１
名
で
し
た
。

▲田中小学校 ▲滋野小学校

▲祢津小学校 ▲和小学校

▲北御牧小学校 ▲東部中学校 ▲北御牧中学校

　

退
職
、
転
出
、
転
入
、
新
規
採
用
の
先
生
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

〈
転
入
、
新
規
採
用
〉

 
田
中
小
学
校 

太
田
守
（
山
辺
小
）
古
越
み
ゆ
き
（
青
木

小
）
伊
藤
真
理
子
（
長
門
小
）
青
木
健
次

（
本
原
小
）

 
滋
野
小
学
校 

岡
本
健
郎
（
飯
綱
中
）
須
江
沙
織
（
南
牧

南
小
）
小
西
千
春
（
共
和
小
）
松
澤
隆
二

（
塩
川
小
）
�
澤
恵
理
子
（
天
龍
中
）

 
祢
津
小
学
校 

中
村
礼
子
（
古
里
小
）

 
和
小
学
校 

市
川
佐
保
子
（
岩
村
田
小
）
小
松
嵜
ま
ゆ

み
（
浦
里
小
）

 
北
御
牧
小
学
校 

依
田
周
二
（
小
山
小
）
宮
田
雄
（
新
規
）

赤
羽
香
澄
（
新
規
）
大
谷
美
知
子
（
豊
殿

小
）
滝
沢
深
（
上
田
養
護
）
金
井
久
美
子

（
御
代
田
北
小
）
八
巻
恵
子
（
青
木
小
）

 
東
部
中
学
校 

金
井
和
義
（
下
高
井
農
林
高
）
齋
藤
明
子

（
新
規
）
堀
内
藤
枝
（
丸
子
中
）
中
村
理

加
（
諏
訪
南
中
）

 
北
御
牧
中
学
校 

清
水
洋
一
（
豊
野
東
小
）
堀
内
富
美
（
塩

田
中
）
卯
之
原
利
幸
（
柳
町
中
）
西
澤
良

一
（
丸
子
北
中
）
大
井
戸
達
英
（
稲
荷
山

養
護
）
小
林
和
子
（
上
田
第
二
中
）

■
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

〈
退
職
・
転
出
〉

 
田
中
小
学
校 

冨
岡
茂
樹
（
塩
川
小
）
翠
川
博
之
（
上
田

南
小
）
平
林
浩
（
清
明
小
）
宮
下
聡
（
川

西
小
）

 
滋
野
小
学
校 

岡
村
公
一
（
湯
谷
小
）
金
井
貴
之
（
本
原

小
）
河
合
洋
美
（
川
西
小
）
加
藤
奈
美
江

（
軽
井
沢
中
）

 
祢
津
小
学
校 

武
田
健
司
（
八
千
穂
小
）
竜
野
光
一
（
浦

里
小
）
北
島
圭
二
（
依
田
窪
南
部
中
）

 
和
小
学
校 

中
島
茂
（
上
田
南
小
）
中
澤
一
恵
（
上
田

東
小
）
中
村
美
恵
子
（
豊
殿
小
）

 
北
御
牧
小
学
校 

渡
辺
要
範
（
泉
台
小
）
米
田
真
也
（
三
水

第
一
小
）
和
田
由
佳
理
（
西
春
近
北
小
）

工
藤
晶
子
（
塩
川
小
）
�
澤
祐
子
（
青
沼

小
）
大
星
充
子
（
野
岸
小
）

 
東
部
中
学
校 

江
本
綾
子
（
丸
子
中
）
土
屋
雄
（
野
沢
中
）

北
沢
洋
子
（
芦
原
中
）
工
藤
正
明
（
塩
田

中
）
水
嵜
綾
子
（
青
木
小
）

 
北
御
牧
中
学
校 

浅
倉
俊
樹
（
退
職
）
山
口
千
春
（
野
沢
温

泉
小
）
五
味
房
子
（
上
田
第
五
中
）
小
林

貴
子
（
立
科
中
）
新
海
愛
子
（
東
塩
田
小
）

  
市
内
小
中
学
校
の
先
生
の
人
事
異
動
紹
介
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新
年
度
は
次
の
３
点
を
政
策
展
開
の
柱

に
据
え
て
市
民
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て

市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

�
持
続
可
能
な
美
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　

社
会
環
境
の
変
化
と
住
民
ニ
ー
ズ
に
機

敏
に
対
応
し
、
厳
し
い
行
財
政
環
境
の
克

服
と
持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
を
確
立
す

る
こ
と
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
「
美
し
い
ふ

る
さ
と
東
御
」
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

�
「
後
期
基
本
計
画
」
の
具
現
化

　

後
期
基
本
計
画
よ
り
重
点
施
策
を
基
本

方
向
と
定
め
、
計
画
の
一
つ
一
つ
が
実
を

結
び
、
そ
の
効
果
が
市
民
の
皆
様
の
目
に

見
え
る
よ
う
明
確
な
目
的
意
識
と
具
体
的

な
目
標
を
持
ち
な
が
ら
着
実
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

※
重
点
施
策
の
詳
細
は
、
２
〜
３
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
地
域
力
･
市
民
力
の
醸
成

　

農
業
や
市
民
の
活
動
を
一
体
的
に
捉
え
、

観
光
を
総
合
産
業
と
位
置
づ
け
る
視
点
か

ら
、「
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
本
市

の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

声
な
き
声
に
耳
を
傾
け
、
地
域
の
力
を

結
集
し
、「
住
み
た
い
ま
ち
、
働
き
た
い
ま

ち
、
行
っ
て
み
た
い
ま
ち
東
御
」
づ
く
り

に
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
「
施
政
方
針
」
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 
市
長
施
政
方
針
よ
り
（
抜
粋
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

  
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成　

・　

年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率

２２

２３

を
次
の
表
の
と
お
り
改
正
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
平
成　

・　

年
度
と
比
べ
る
と
医
療
費
な
ど
の

２０

２１

増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
で
、
保
険
料
率
は
医
療
費
な
ど
の

推
計
を
基
に
２
年
ご
と
見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
改
正
は
、
医
療
制
度
の
財
政
を
安
定
的
に
運
営
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
０
２
６－

２
２
９－

５
３
２
０

　
　

市
民
課
国
保
年
金
係　

�　

－

１
１
１
１ （
代
）

６２

改　正　前改　正　後

35,787円36,225円均等割額

6.53％6.89％所得割率

　

平
成　

年
度
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が

２２

２
月　

日
開
会
し
ま
し
た
。

２３

　

今
定
例
会
に
は
平
成　

年
度
一
般
会
計
、

２２

特
別
会
計
、企
業
会
計
の
各
予
算
案
の
ほ
か
、

平
成　

年
度
各
会
計
補
正
予
算
案
、
条
例

２１

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
７
件
、
市
が

設
置
し
た
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
２

件
等
に
つ
い
て　

議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

３５

　

３
月
４
日
か
ら
８
日
ま
で
代
表
質
問
及

び
個
人
質
問
が
行
わ
れ
、
代
表
質
問
は
５

会
派
の
代
表
者
に
よ
り
市
長
の
施
政
方
針

に
つ
い
て
質
疑
が
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、個

人
質
問
は
７
名
の
議
員
か
ら
今
後
の
市
政

運
営
に
つ
い
て
熱
心
な
質
問
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
か
ら　

日
に
は
総
務
文
教
、
社
会

１０

１２

福
祉
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
に
お

い
て
、
付
託
さ
れ
た
議
案
等
の
審
査
及
び

予
算
関
連
個
所
の
現
地
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

市
が
提
案
し
た
議
案　

件
は
す
べ
て
原

３５

案
可
決
及
び
同
意
が
さ
れ
、
閉
会
中
の
継

続
審
査
２
件
、
議
員
提
出
に
よ
る
意
見
書

の
提
出
２
件
が
決
定
し
、　

日
に
閉
会
と

１９

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
５
月
発
行
の
市
議
会
だ
よ
り
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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心
身
と
も
に
健
康
で
楽
し
い
食
生
活
を
―

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
食
育
推
進
市
民
会
議
〜

　

市
で
は
昨
年
5
月
、
食
育
推
進
市
民
会

議
（
委
員　

名
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
食

１７

の
面
か
ら
東
御
市
に
暮
ら
す
市
民
一
人
ひ

と
り
の
生
涯
の
幸
せ
を
願
い
、
食
育
事
業

を
推
進
す
る
も
の
と
し
て
意
見
交
換
を
し

て
い
ま
す
。
従
来
食
育
は
、
家
庭
や
地
域

を
中
心
に
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
近
年
の
様
々
な
社
会
状
況
の
変

化
に
伴
い
伝
統
的
な
食
生
活
や
習
慣
を
親

か
ら
子
へ
と
伝
承
し
て
い
く
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
各
方
面

の
団
体
の
代
表
や
個
人
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
や
援
助
を
得
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ま
が
食
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
次
世

代
に
託
せ
る
よ
う
な
事
業
を
推
進
し
て
い

け
る
よ
う
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
委
員
の
願
い
や
思
い
を
紹
介

し
ま
す
。
心
身
と
も
に
健
康
で
楽
し
い
食

生
活
を
ご
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
　
　

食
育
推
進
市
民
会
議
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
井
志
げ
子

■
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　

こ
の
地
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
郷
土
料

理
を
伝
承
し
て
い
き
た
い
と
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
依
頼
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
各
地

域
に
伝
達
講
習
に
出
か
け
て
い
き
ま
す
。

■
味
の
研
究
会

　

貧
血
予
防
に
と
き
び
餅
が
で
き
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
が
作
っ
た
も
の
を
子
ど
も
達
に

食
べ
さ
せ
た
い
と
、
み
ま
き
豆
腐
が
で
き

ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
地
域
で
採
れ
た
も

の
が
自
分
た
ち
の
か
ら
だ
に
一
番
よ
く
て

一
番
お
い
し
い
と
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
く
ら
し
の
会

　

消
費
生
活
展
の
中
で
子
ど
も
達
も
一
緒

に
取
り
組
め
る
内
容
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

■
保
育
園
保
護
者
会
連
合
会

　

子
育
て
を
し
て
い
る
保
護
者
の
皆
さ
ん

も
家
庭
の
食
事
に
つ
い
て
見
直
し
、
親
子

で
料
理
を
楽
し
む
な
ど
、
食
育
に
つ
い
て

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

■
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　

味
覚
も
含
め
て
食
生
活
の
基
本
形
は
幼

少
期
に
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
お
な
か
が
す
い
て
「
お
い
し
い
」
と

食
べ
る
。
う
れ
し
い
、
楽
し
い
、
お
い
し

い
食
事
を
子
ど
も
に
与
え
る
の
は
家
庭
が

基
本
で
す
。
家
庭
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
含

め
て
社
会
全
体
で
の
取
り
組
み
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

■
Ｊ
Ａ

　

自
家
用
野
菜
の
家
庭
菜
園
や
市
民
農
園

等
の
普
及
、
拡
大
促
進
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
保
健
課
保
健
係　

�　

－

８
８
８
２

６４

⑬

▲給食「おいしい！」
▲子どもたちの味噌づくり体験に
　お手伝い（北御牧地区友遊クラブ）

▲共同で市民農園を運営（滋野地区）

▲会員の料理教室のようす
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『
消
費
生
活
ガ
イ
ド
』

�
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
�が

　
　
　
　
　
　
　
　
 　
  
開
局

　

３
年
に
わ
た
っ
て
『
悪
質
商
法
か
ら
お

財
布
を
守
ろ
う
』
と
題
し
て
詐
欺
な
ど
被

害
の
多
い
も
の
に
つ
い
て
事
例
と
対
処
方

法
な
ど
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は

悪
質
商
法
ば
か
り
で
は
な
く
、
消
費
生
活

全
般
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
た
い
こ
と
、

ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
こ
と
な
ど
を
掲
載

し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
引
続
き
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　　

今
年
１
月　

日
か
ら
、
消
費
者
ホ
ッ
ト

１２

ラ
イ
ン
（
全
国
共
通
）
が
開
局
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
消
費
生
活
全
般
に
つ
い
て
お
困

り
の
こ
と
を
休
日
も
受
け
付
け
る
相
談
窓

口
で
す
。
ま
た
、
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
で

す
の
で
、
県
外
に
滞
在
の
際
に
も
相
談
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

〈
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
〉

 

�
０
５
７
０－

０
６
４－

３
７
０

 

平　

日：

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

 

土
日
祝：

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

・
最
寄
り
の
相
談
窓
口
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
原
則
、
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

・
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
一
部
の
電
話
か
ら
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

 

『《
保
存
版
》
消
費
生
活

　
     
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
を

　
　
　
　
　
 　

配
布
し
ま
す

　

悪
質
商
法
な
ど
の
詐
欺
行
為
の
対
応
に

は
ま
ず
手
口
を
知
る
こ
と
。
製
品
事
故
例

な
ど
も
承
知
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
、
対

処
方
法
な
ど
を
ひ
と
と
お
り
見
て
い
た
だ

き
ま
す
。
も
し
も
の
被
害
に
あ
っ
て
し
ま

っ
た
と
き
の
相
談
先
を
載
せ
て
あ
り
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
活
用
く
だ
さ
い
。

　　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

�　

－

８
５
１
７

２７

　
　

市
民
課 
生
活
環
境
係

　
　

�　

－

５
８
９
６

６４

　

人
権
問
題
を
分
か
り
合
う
に
は
、
ま
ず

地
域
で
の
相
互
理
解
が
必
要
で
す
。
近
年

は
地
方
に
お
い
て
も
日
常
の
近
所
づ
き
合

い
の
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

回
覧
板
の
回
し
方
一
つ
と
っ
て
み
て
も
、

か
つ
て
は
「
回
覧
板
で
す
。」
と
一
声
か
け

て
直
接
渡
し
、「
○
○
さ
ん
お
元
気
？
」
な

ど
と
気
軽
に
会
話
が
で
き
ま
し
た
が
、
現

在
は
ポ
ス
ト
な
ど
に
置
い
て
い
く
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
時
代
の
流
れ
で
車
、

パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
の
使
用
さ
ら
に
は

教
育
費
な
ど
の
必
要
経
費
が
増
え
、
便
利

さ
と
同
時
に
生
活
も
慌
し
く
、
地
域
の

人
々
が
日
常
生
活
に
つ
い
て
語
り
合
う
こ

と
は
だ
ん
だ
ん
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

車
社
会
の
進
行
に
よ
り
道
す
が
ら
立
ち
話

を
す
る
姿
も
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
お
祭
り
な
ど
の
伝
統
行
事

は
地
域
の
人
々
が
協
力
し
共
に
行
動
す
る

こ
と
で
結
び
つ
き
、
日
頃
の
生
活
を
語
り

合
う
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
役
員
は
じ
め
関
係
者
の
負
担
が
大
き

い
の
で
ど
こ
も
役
員
に
な
っ
た
人
は
大
変

で
す
。
し
か
し
、
共
通
の
目
的
で
共
同
作

業
を
し
、
語
り
合
い
、
時
に
は
酒
宴
な
ど

を
持
っ
て
普
段
は
で
き
な
い
世
間
話
が
出

来
る
こ
と
は
地
域
に
お
い
て
貴
重
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。
少
子
高
齢
化
で
、
お
神
輿
の
担
ぎ
手

が
い
な
い
と
か
、
役
員
が
足
り
な
い
、
寄

付
が
集
ま
ら
な
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
の
問
題

も
あ
り
ま
す
が
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ

つ
つ
、
伝
統
行
事
を
続
け
て
い
く
こ
と
は

地
域
の
繋
が
り
を
守
る
た
め
に
も
重
要
な

役
割
を
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

東
京
の
あ
る
地
で
、
ア
パ
ー
ト
に
住
む

人
々
が
近
く
に
い
る
の
に
何
も
繋
が
り
が

無
い
の
で
は
淋
し
い
と
、
料
理
持
ち
寄
り

の
行
事
を
主
催
し
た
と
こ
ろ
、
は
じ
め
は

参
加
者
が
少
な
か
っ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
多

く
な
っ
た
と
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
県
下
各
地
で
は
、
市
民
祭
り
が
企

画
さ
れ
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

社
会
や
生
活
の
変
化
で
地
域
の
伝
統
行

事
を
継
続
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
今
一
番
問
題
な
「
人
間
関
係
の

疎
遠
」
を
解
決
す
る
た
め
に
地
域
の
伝
統

行
事
を
通
し
て
、
お
互
い
の
立
場
や
考
え

を
理
解
す
る
中
で
思
い
や
り
の
心
も
育
つ

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▲消費生活ガイドブック（サンプル）
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とうみ

す
。
体
重
が
多
く
な
る
と
消
費
カ
ロ
リ
ー

も
高
く
な
り
、　

㎏ 
の
人
の
普
通
歩
き
で

８０

は　

k
c
a
l
に
な
り
ま
す
。
参
考
ま
で

４２
に
ガ
ム
シ
ロ
ッ
プ
１
個
（　

g
）
が　

ｋ

１３

３５

ｃ
ａ
ｌ
で
す
。

　

ま
た
、
ち
ょ
っ
と
視
点
を
変
え
て
、「
歩

く
↓
車
を
使
わ
な
い
↓
エ
コ
」
の
視
点
で

考
え
る
と
、
１ 
㎞ 
の
距
離
を
車
に
乗
ら
な

い
こ
と
を
毎
日
繰
り
返
す
と
１
年
間
の
二

酸
化
炭
素
削
減
量
は
1
0
0 
㎏ 
以
上
に
な

る
と
い
う
試
算
も
あ
り
ま
す
。

　

『
か
ら
だ
に
や
さ
し
く
、
地
球
に
や
さ

し
い
、
歩
い
て
み
よ
う
、
ま
ず　

分
！
』

１０

こ
ん
な
合
言
葉
で
、
こ
れ
か
ら
の
い
い
季

節
を
過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

　

歩
く
こ
と
が
か
ら
だ
に
良
い
の
は
誰
も

が
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
以
前
の
市
報
（　

月
号
こ
ん
に

１０

ち
は
健
康
運
動
指
導
士
で
す
）
で
紹
介
さ

れ
た
よ
う
に
、
長
野
県
は
東
京
都
に
比
べ

て
男
性
で
平
均
し
て
１
０
０
０
歩
ほ
ど
歩

数
が
少
な
い
よ
う
で
す
。
あ
ま
り
意
識
せ

ず
に
生
活
し
て
い
る
と
ど
う
し
て
も
歩
か

な
い
生
活
に
な
り
が
ち
で
す
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
よ
い
季
節
に
向
け
て
「
歩
い
て
み

よ
う
、
ま
ず　

分
！
」
を
一
緒
に
考
え
て

１０

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
歩
き
っ
ぷ
り
は
年
齢
や
体
格
で

異
な
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
普
通
に
歩

い
て「　

分
で
約
１
０
０
０
歩
」で
す
。
歩

１０

幅
も
足
の
長
さ
や
歩
き
方
で
随
分
異
な
り

ま
す
の
で
、
狭
く
て　

㎝
、
広
く
て
1
0

５０

0
㎝
と
す
る
と
、　

分
で
5
0
0
m
〜
1

１０

㎞
、
1
時
間
に
す
る
と
3
〜
6 
㎞ 
と
な
り

ま
す
。
時
速
4 
㎞ 
で
平
地
を
普
通
の
速
さ

で
歩
く
感
じ
（
普
通
歩
き
）、
時
速
6 
㎞ 
だ

と
平
地
を
や
や
速
め
に
歩
く
感
じ
（
や
や

速
歩
）
で
す
。

　

次
に
、　

分
間
の
普
通
歩
き
と
や
や
速

１０

歩
の
消
費
カ
ロ
リ
ー
計
算
で
す
が
、
体
重

が　

㎏ 
の
人
で
は
普
通
歩
き
で　

k
c
a

６０

３３

l
、
や
や
速
歩
で　

k
c
a
l
と
な
り
ま

４２

  
歩
い
て
み
よ
う
、

　
　
　
　

ま
ず　

分
！

１０

�

こ
 
こ
ん
に
ち
は

ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

保
健
師
で
す

　

新
生
活
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
へ

 岩  下   由  美  保健師
いわ した よし み

　

入
園
、
入
学
、
進
級
、
進
学
、
就
職
、

転
勤
な
ど
を
迎
え
る
４
月
は
、
環
境
の
変

化
や
生
活
の
変
化
に
よ
り
ス
ト
レ
ス
が
大

き
く
な
る
も
の
で
す
。
期
待
を
持
っ
て
臨

ん
だ
分
、
周
囲
の
期
待
も
大
き
く
、
本
人

も
が
ん
ば
り
す
ぎ
て
、
こ
れ
と
い
っ
た
理

由
も
な
く
５
月
頃
に
は
憂
鬱
な
気
持
ち
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
起
こ
り

ま
す
。
新
た
な
環
境
で
の
生
活
が
一
段
落

し
た
頃
、
た
ま
っ
て
い
た
心
や
体
の
疲
れ

が
一
気
に
出
た
り
、
新
し
い
環
境
に
な
じ

め
な
い
・
つ
い
て
い
け
な
い
と
感
じ
た
り

す
る
こ
と
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
状
態
を
ひ
ど
く
し
な
い
為
に
次
の
こ

と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

① 
子
ど
も
の
場
合
、
園
や
学
校
の
雰
囲
気

に
慣
れ
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
園

開
放
に
参
加
し
た
り
、
休
日
に
学
校
の

周
囲
を
散
歩
す
る
な
ど
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

②
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
疲
れ
を
た
め
な

い
よ
う
十
分
な
睡
眠
を
と
り
、
体
に
良

い
お
い
し
い
食
事
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。

　

〈
子
ど
も
の
場
合
、
朝
自
分
か
ら
目
覚

め
ら
れ
る
く
ら
い
の
睡
眠
が
必
要
で
す
。

個
人
差
も
あ
り
ま
す
が
小
学
校
1
年
生

で　

時
間
程
度
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま

１０
す
。〉

③
子
ど
も
の
場
合
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
安
心

の
源
で
す
。
一
緒
に
遊
び
、
一
緒
に
入

浴
し
、
家
庭
で
十
分
な
安
心
感
を
与
え

ま
し
ょ
う
。

④
趣
味
を
も
ち
、
好
き
な
遊
び
を
す
る
こ

と
で
気
分
転
換
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

⑤
誰
か
に
相
談
し
、
抱
え
込
ま
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

素
晴
ら
し
い
新
生
活
の
ス
タ
ー
ト
が
切

れ
る
と
良
い
で
す
ね
。
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年金の異動届出はお済みですか
　4月は就職や退職、引っ越しなど異動が多い月です。それらの異動に伴い、年金の手続きが必要な場合がありま

すので、忘れずに届出をお願いします。

　なお、届出に必要な持ち物は、あらかじめ各届出先にご確認ください。

　20歳以上60歳未満の方

届　出　先必　　要　　な　　手　　続　　きこ ん な と き

市　　役　　所

国民年金に加入する。
【ご注意ください】
　次の方も国民年金の加入手続きは必要です。
　・健康保険を任意継続した方

� ���������������������

　・会社員等の配偶者に扶養されていた方
� ������������������������������

会社を退職した
(厚生年金や共済年金から
ぬけた)

勤　　務　　先国民年金からぬける。
就職して厚生年金や共済
年金に加入した 市　　役　　所

国民健康保険加入者は上記とは別に、国民健康保険か
� ����������������

らぬける手続きが必要です。

勤　　務　　先①厚生年金・共済年金加入者

住所変更届出・
氏名変更届出を
する。

住所が変わった

氏名が変わった

配偶者の勤務先
②厚生年金・共済年金に加入してい
　る配偶者に扶養されている方

市役所（住民票異
動届と併せて）　

③上記①、②以外の方

市役所または
金融機関窓口

「口座振替納付申出書」を提出する。口座振替で払いたい保

険

料

関

係

市役所または
小諸年金事務所

「保険料免除・納付猶予申請書」を提出する。
支払いを免除や猶予
してほしい

市役所または
小諸年金事務所

「学生納付特例申請書」を提出する。
※平成22年4月1日付のお知らせ版（№139）もご覧ください。

学生で支払いが難し
い

　年金を受けている方

届　出　先必　　要　　な　　手　　続　　きこ ん な と き

社会保険事務所
（用紙は市役所に
　あります）　　　

「年金受給権者住所変更届」を提出する。住所が変わった

「年金受給権者氏名変更届」を提出する。氏名が変わった

●問い合わせ先　小諸年金事務所　　�0267－22－1080
　　　　　　　　市民課国保年金係　�62－1111 （代）

　

大
切
な
森
林
を
山
火
事
か
ら
守
る
た

め
、
山
火
事
予
防
運
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
特
に
４
月
１
日
か
ら
５
月　

日
３１

ま
で
は
強
調
月
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
山
火
事
が

起
こ
り
や
す
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

山
菜
採
り
な
ど
で
山
へ
行
っ
た
り
、
農

地
の
土
手
焼
き
な
ど
を
行
う
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
が
、
火
を
取
り
扱
う
場
合

は
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

�　

事
前
に
消
火
で
き
る
準
備
を
し
、

そ
の
場
所
を
離
れ
る
と
き
は
、
完
全

に
消
火
し
た
こ
と
を
必
ず
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

�　

気
象
情
報
を
確
認
し
、
強
風
・
乾

燥
な
ど
の
注
意
報
・
警
報
が
出
て
い

る
と
き
は
、
屋
外
で
の
火
の
使
用
を

自
粛
し
ま
し
ょ
う
。

�　

火
が
つ
い
た
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

�　

山
へ
行
っ
た
場
合
、
不
必
要
な
火

の
使
用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

東
信
森
林
管
理
署
東
部
森
林
事
務
所

　
　

�　

－

０
３
７
２

６２

　
　

上
小
地
方
事
務
所
林
務
課

　
　

�　

－

７
１
３
７

２５

　
　

農
林
課
耕
地
林
務
係

　
　

�　

－

５
８
９
４

６４

 
山
火
事
予
防
運
動

　
　
　
　
   
実
施
中



　

『
国
民
読
書
年
』
に
つ
い
て

　

2
0
1
0
年
は
、「
じ
ゃ
あ
、
読
も
う
。」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
た
「
国
民
読

書
年
」
で
す
。

　

こ
の
「
国
民
読
書
年
」
と
は
、
近
年
の

文
字
・
活
字
離
れ
に
よ
る
読
解
力
や
言
語

力
衰
退
の
危
機
意
識
か
ら
、
1
9
9
9
年

「
子
ど
も
読
書
年
に
関
す
る
決
議
」
を
採

決
。
2
0
0
1
年
に
「
子
ど
も
の
読
書
活

動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」、
2
0
0
5

年
に
「
文
字
・
活
字
文
化
振
興
法
」
を
制

定
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
に
呼
応
し
て
学
校
な
ど
で
実
施

し
て
い
る
「
朝
の
十
分
間
読
書
運
動
」
な

ど
に
よ
り
、
読
書
へ
の
意
識
は
高
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
気
運
を
更
に
高
め
、

真
に
躍
動
的
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
、

ま
た
、「
文
字
・
活
字
文
化
振
興
法
」
か
ら

５
年
目
に
あ
た
る
2
0
1
0
年
を
「
国
民

読
書
年
」
と
定
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
記
念
事
業
と
し
て
「
読
書
・
図

書
館
自
治
体
サ

ミ
ッ
ト
（
仮
称
）」

が
７
月
に
茅
野
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
館
と
し
ま
し

て
も
、
順
次
皆
さ

ん
に
読
ん
で
い
た

だ
き
た
い
本
を
紹

介
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
期
待
下

さ
い
。
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とうみ

◆
新
着
本
案
内
◆

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

お
は
な
し
た
ま
ご
に
よ
る

４
月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

�
日
時　

４
月　

日 （
土
）午
前　

時　

分
〜

１７

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階
読
書
会
室

�
内
容　

テ
ー
ブ
ル
シ
ア
タ
ー

　
　
　
　

「
し
ろ
い
と
り　

こ
と
り
」

　

読
み　

「
が
ち
ょ
う
の
た
ま
ご
の
ぼ
う
け
ん
」

　
　
　
　

「
こ
す
ず
め
の
ぼ
う
け
ん
」

　
　
　
　

「
う
ず
ら
ち
ゃ
ん
の
か
く
れ
ん
ぼ
」 他

　

大
型
紙
芝
居　

「
あ
ひ
る
の
お
う
さ
ま
」

　

語
り　

「
鳥
の
み　

じ
さ
」

　

作
っ
て
あ
そ
ぼ
う　

「
こ
と
り
の
お
り
が
み
」

４
月
９
日 （
金
） は
、お
は
な
し
会
が
あ
り
ま
す

�
時
間　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー

�
対
象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん

◆
行

事

予

定
◆

 
図
書
館
発

    
オ
ス
ス
メ
の
一
冊

図
書
館
だ
よ
り

４
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク

【
友
だ
ち
】

　

新
し
い
生
活
が
は
じ
ま
る
4
月
。
友
だ

ち
た
く
さ
ん
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？

�
と
も
だ
ち
い
っ
ぱ
い

　
　

新
沢
と
し
ひ
こ：

作

大
島
妙
子：

絵

ひ
か
り
の
く
に

�
と
も
だ
ち
の
し
る
し
だ
よ

カ
レ
ン
・
リ
ン
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
、　
　

カ
ー
ド
ラ
・
モ
ハ
メ
ッ
ド：

作

ダ
ー
グ
・
チ
ャ
ー
カ：

絵

小
林
葵：

訳

岩
崎
書
店

�
花
の
か
み
か
ざ
り

 

い
も
と
よ
う
こ：

作
・
絵

岩
崎
書
店

　

あ
る
日
、
う
さ
ぎ
の
看
護
師
は
、
一
緒
に
散

歩
に
出
か
け
た
た
ぬ
き
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

や
さ
し
い
と
言
わ
れ
、
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

う
さ
ぎ
に
は
、
誰
に
も
言
え
な
い
、
忘
れ
ら
れ

な
い
出
来
事
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
看
護

師
に
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
…
。
だ
き
し
め
る
の

は
…
…
愛
し
て
い
る
し
る
し
。
だ
き
し
め
ら
れ

る
の
は
…
…
愛
さ
れ
て

い
る
し
る
し
。
あ
な
た

は
、
抱
き
し
め
て
い
ま

す
か
？
そ
し
て
、
抱
き

し
め
ら
れ
て
い
ま
す
か

？
や
さ
し
い
気
持
ち
に

な
れ
る
絵
本
で
す
。

4月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

土金木水火月日

321

109876�4

1716151413�11

2423222120�18

��2827�25

東
御
市
立
図
書
館　

�　

－

５
８
８
６

６４

◆
一
般
書

�
食
べ
る
薬
草
事
典－

大
地
の
薬
箱　

　
　
　
　
 
…
…
…
…
… 
村
上　

光
太
郎
・
著

�
競
歩
式
最
強
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ－

楽
に
！
き
れ

い
に
！
よ
り
早
く
！ 
…
… 
�
澤　
　

哲
・
著

�
坂
本
龍
馬　

最
期
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
 
…
… 
岳　
　

真
也
・
著

�
数
え
ず
の
井
戸 
…
…
… 
京
極　

夏
彦
・
著

�
北
帰
行 
…
…
…
…
…
… 
佐
々
木　

譲
・
著

◆
児
童
書

� 
せ
か
い
い
ち
の
名
探
偵

　
　
　
　
　
　
　
　
 
…
… 
杉
山　
　

亮
・
作

�
ワ
ン
ガ
リ
の
平
和
の
木　

ア
フ
リ
カ
で
ほ

ん
と
う
に
あ
っ
た
お
は
な
し

　
　
 
…
… 
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
・
絵

�
通
学
路
の
草
花　

四
季
を
み
つ
け
よ
う

　

え
ほ
ん 
…
…
…
…
… 
大
島　

加
奈
子
・
絵

�
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
か
ぜ
こ
ん
こ
ん

　
　
　
　
　
　
 
…
… 
や
な
せ　

た
か
し
・
絵

�
ご
う
た
、
1
年
生
で
し
ょ
っ

　
　
　
　
　
　
 
…
… 
お
お
し
ま　

り
え
・
絵

▲国民読書年のロゴマーク

お  わ  び
　先にお配りしました

「平成２２年度生涯学習

講座・教室ご案内」の

図書館講座について、

一部誤りがありました

ので訂正いたします。

講座名：古文書講座

開催日：第３日曜日
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〈広告欄〉　

 ４月の納税 （納期限４月30日）

�固定資産税（１期）

※コンビニエンスストアでも納付できます。

こちら119（東御消防署）

前年比合　計望月警察署管内上田警察署管内

＋７（＋１３）１７（３２）８（１１）９（２１）件数

＋１３（＋１７）２４（３８）１２（１３）１２（２５）傷者

±０（±０）０（０）０（０）０（０）死者

市内交通事故統計　２月分　　　　　　

２月２８日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の２月の出動件数＝

火災　１件（４件）　救急78件（169件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成2１年２月平成22年２月

19.2℃（14日） 20.7℃（25日） 最高気温

－9.3℃（18日） －9.0℃（４日） 最低気温

2.1℃　　　　1.6℃　　　　平均気温

68.9％　　　　77.8％　　　　平均湿度

34.0㎜　　　　50.0㎜　　　　降 水 量

住宅用火災警報器を設置しましょう�
●詳しくは東御消防署まで　�62－0119

固定資産税の納付期限、
　　納付方法が変わります
　　　平成22年度の納付期限はどうなりますか？

　　　今年度は、第1期の納付期限が４月30日になり

ましたのでご注意ください。第２期以降は従来どおり、

７月、９月、１１月の末日となります。末日が土・日曜

日の場合は翌月の第１月曜日となります。

　　　変更になり、納税通知書はいつ届きますか？

　　　今年度は、４月１５日に納税通知書の発送を予定

しており、４月２０日までにはお届けします。また、現

金で納めていただく場合、従来の市役所や金融機関の

ほか、各納期の額が30万円以下の場合に限りコンビニ

エンスストアでの納付ができるようになりました。取

り扱い店などの詳しい内容については納税通知書に同

封されます振込用紙や市報とうみ３月号４～５ページ

でご確認ください。

［お知らせ］

　固定資産税の『納税通知書及び課税明細書』を大切

に保管してください。不動産収入や農業収入など固定

資産税の対象となる土地や家屋を利用した収入がある

場合は、翌年度の確定申告の際、経費の算出に必要に

なります。

　

　●問い合わせ先

　　税務課資産税係　�62－1111 （代）

Ａ

Q

Q

Ａ
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クリーンリサイクル係  �63－6814

 
そ
の
ご
み

　
　

燃
や
し
ま
す
か
？

　

東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
、
法
令
等
に
よ
り
各
種
分
析
、

検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
可
燃
ご
み
に
つ

い
て
は
年
に
４
回
ご

み
質
の
検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

下
の
グ
ラ
フ
は
平

成　

年
度
平
均
の
ご

２０
み
質
（
組
成
分
類
）

の
重
量
比
で
す
。
紙

類
・
布
類
、
厨
芥
類

（
生
ご
み
）
が
そ
の

ほ
と
ん
ど
を
占
め
て

い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
２
月
の
あ
る

日
、
あ
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
可

燃
ご
み
袋
を
調
べ
ま
し
た
。
出

さ
れ
た
全　

袋
の
重
さ
は
1
3

３０

2
㎏
、
一
袋
平
均
4
・
4
㎏
で

し
た
。
重
い
袋
は
６
㎏ 
以
上
あ

り
、
抽
出
し
た
２
袋
の
中
に
は

厨
芥
類
の
他
に
雑
紙
や
雑
誌
、

ノ
ー
ト
、
菓
子
箱
等
の
資
源
ご

み
も
か
な
り
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

調
査
を
終
え
、
こ
ん
な
に
入

れ
て
し
ま
う
の
は
袋
が
大
き
す

ぎ
る
の
か
な
と
思
っ
た
ほ
ど
で

し
た
。
袋
に
入
れ
る
時
に
は

「
燃
や
す
し
か
な
い
の
か
」、

「
資
源
化
で
き
な
い
か
」
も
う

一
度
考
え
て
い
た
だ
き
、「
も

う
、
紙
類
は
燃
え
る
ご
み
へ
出

さ
な
い
」
を
合
言
葉
に
リ
サ
イ

ク
ル
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
と
お
り
、
東
部
地
区
で
は

４
月
か
ら
「
資
源
物
」
の
出

し
方
が
変
わ
り
ま
す
。
北
御

牧
地
区
の
み
な
さ
ん
は
今
ま

で
ど
お
り
で
す
。

〈広告欄〉

　
　
　

な
ぜ
、
長
野
県
森
林
づ

　
　

く
り
県
民
税
（
森
林
税
）

が
必
要
な
の
で
す
か
？

　
　
　

緑
豊
か
な
森
林
は
、
土

　
　

砂
災
害
や
洪
水
の
防
止
、

水
や
空
気
を
育
み
、
地
球
温
暖

化
の
防
止
に
貢
献
す
る
な
ど
、

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
様
々
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
県
内
の
里
山
（
民

有
林
）
の
多
く
は
、
そ
の
役
割

を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、

緊
急
に
間
伐
等
の
森
林
整
備
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
先
送

り
の
で
き
な
い
時
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
計
画
的
に

整
備
す
る
た
め
森
林
税
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

　

森
林
税
は
、
平
成　

年
度
か

２０

ら
平
成　

年
度
の
５
年
間
で
す
。

２４

　　
　
　

森
林
税
の
使
い
み
ち

　
　

は
？

　
　
　

一
定
規
模
の
間
伐
面
積

　
　

を
集
約
し
、
集
落
周
辺
の

里
山
の
間
伐
な
ど
、
森
林
づ
く

り
を
効
率
的
に
進
め
る
こ
と
、

ま
た
、
森
林
づ
く
り
を
担
う
人

材
の
育
成
な
ど
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

森
林
税
を
活
用
し
た
事
業
に

つ
い
て
は
、
地
域
会
議
等
で
成

果
の
検
証
を
行
い
、
そ
の
内
容

等
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

緑
の
募
金
は
、
ど
の
よ

　
　

う
に
活
用
さ
れ
る
の
？

　
　
　

豊
か
な
緑
の
あ
る
環
境

　
　

の
大
切
さ
を
啓
発
す
る
た

め
、
地
域
を
緑
化
す
る
苗
木
の

配
布
、
公
園
な
ど
公
共
施
設
の

緑
化
推
進
を
行
う
ほ
か
、
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
支
援
や

「
み
ど
り
の
少
年
団
」
の
育
成

な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

「
健
全
な
森
林
の
保
全
と
緑

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め

る
た
め
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

上
小
地
方
事
務
所
林
務
課

　
　

�　

－

７
１
３
７

２５

　
　

農
林
課
耕
地
林
務
係

　
　

�　
－

５
８
９
４

６４

 
「
森
林
税
」
と
「
緑
の
募
金
」
に

　
　
　
　
　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

QＡQＡ

QＡ
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恩師に感謝、希望に満ちて
東御清翔高校、 長野救命医療専門学校で卒業式
　３月６日に東御清翔高校、１２日には長野救命医療専門学校
（学校法人成田会）の卒業証書授与式が各校で行われました。
　東御清翔高校では、１５９名の卒業生を代表し太田将基さん
が「高校生活は一瞬です。仲間と存分に楽しんでください」
と在校生を激励。長野救命医療専門学校の２期生となる３７名
（うち救急救命士学科２８名、柔道整復師学科９名）へ小宮山
守校長より「プロとして働く責任を感じ常に勉強を続けてく
ださい。先生たちはいつまでも良きアドバイザーです」と祝
福のことばが贈られました。

（２０１０年４月）

　東御消防署が所有するポンプ車が更新され、３月２日
に消防署で引き渡し式が行われました。平成４年に納入
された前車両の老朽化により今回納入されたポンプ車は、
署員の意見や要望も取り入れられ、消防用ホースを１０本
積載できるホースカーの油圧式昇降装置や吸管の巻き取
り装置などを搭載。少人数で効率的な消火活動ができる
と署員は新車に期待していました。また式では、花岡市
長が「地域の皆さんの安全安心へまた１歩前進できた。
機材に精通し活用してほしい」とあいさつしました。

「雷電わらじ焼」が金賞受賞
信州の道ホットインフォメーション大作戦
　道の駅雷電くるみの里で販売されている、雷電わらじ
焼が『信州の道ホットインフォメーション大作戦！』で
金賞を受賞しました。受賞の報告に訪れた唐澤光章駅長
と厨房主任を務める高橋久子さんは「お客様の投票によ
り選ばれたことが何よりうれしい。いままでやってきた
ことが報われた。お客様に感謝します」と喜びの声を聞
かせてくれました。わらじ焼きは、餅状にしたうるち米
を成型し、表面にくるみ味噌を塗り、鼻緒に見立てたの
りが飾られています。２個セットを１足として２８０円で
販売されています。

▲

東
御
清
翔
高
校

▲笑いのある楽しい講演会

地域の皆さんの安全安心へ
消防署のポンプ車更新

女   と男
ひと

   のよりよい関係
ひと

男女共同参画のつどい開催
　２月２１日、中央公民館講堂で平成２１年度東御市男女共
同参画のつどいが開かれ、フォークシンガーで白鴎大学
教授の山本コウタロー氏を講師に招き講演会が行われま
した。『女（ひと）と男（ひと）のよりよい関係』を演題に、
1980年代以降のヒットソングの歌詞から見る男女の関
係や立場の移り変わりなどをユーモア交えて語り、「男
女の役割を認識し、常にありがとうと言いましょう」と
来場した皆さんにメッセージを送りました。来場者から
は「共同生活や夫婦生活において大切なことを改めて感
じることができた」などの感想が聞こえてきました。

▲

納
入
さ
れ
た

　

新
ポ
ン
プ
車

▲

受
賞
し
た

　

「
雷
電

　
　

わ
ら
じ
焼
」

　

ホ
ー
ス
カ
ー

▲

の
昇
降
装
置

▲

長
野
救
命
医
療

　

専
門
学
校

　

賞
状
と
商
品
を

　

手
に

　

（
左
か
ら
唐
澤

　

駅
長
、
花
岡
市

▲

長
、
高
橋
さ
ん

▲講演後のミニライブ
　「走れコータロー」
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とうみ

で
き
ご
と
短
信

２
・　

▼
い
き
い
き
子
ど
も
講
座
修
了

２０

式
（
中
央
公
民
館
）

２
・　

▼
東
御
市
交
通
少
年
団
退
団
式

２０

（
勤
労
者
会
館
）

３
・
９
▼
東
御
市
生
涯
学
習
高
齢
者
大

学
修
了
式
（
中
央
公
民
館
）

　３月２１日、東入集会所で絶滅が危惧されているエン
ビセンノウの自然回復を目指し、東入区の保存会が栽
培講習会を開催しました。小田切隆治保存会長や庄村
茂区長ら１０名が参加し、１０年来自宅でエンビセンノウ
の栽培を続けている城田滋喜さん指導のもと、プラン
ターへ種まきを行いました。「条件が良ければ今年の
夏に早速花が見られます。まずは、皆で栽培を楽しみ
たい」と城田さんは話していました。種がまかれたプ
ランターは参加者の自宅へ持ち帰り管理されます。

エンビセンノウの自然回復を目指して
東入区保存会が栽培講習会開催

　３月６日、東部人権啓発センターで生涯学習まちづくり
フォーラムが開催されました。基調講話をした福留強氏
（聖徳大学教授・ＮＰＯ法人全国生涯学習まちづくり協会
理事長）をコーディネーターに意見討論会が行われ、先進
的な取り組みをする茅野市の�澤士郎学習企画課長、市生

涯学習まちづくりセミ
ナー受講生の河野淳子さ
ん（新張）、花岡市長の
３名が、市民が積極的に
参画するまちづくりや人
材育成について意見を取
り交わしました。

 『市民が参画するまちづくり』を目指して

（２０１０年４月）

▲直径１㎜ に満たない小さな種を
　丁寧にまいた

東御市浄化槽管理協会が発足
　２月２５日、『東御市浄化槽管理協会』の設立総会が開催
され、会長に水科勝吉さん（御牧原北部）、副会長に塚田
欣造さん（新張）が選任されました。協会では、東部地区

と北御牧地区の制度を
統一し、浄化槽を設置
している皆さんが管理
義務を適切に履行され
るよう支援していきま
す。詳しくは、４月１
日発行のお知らせ版
（№139）８～９ペー
ジをご覧ください。

　３月７日、湯の丸ス
キー場第１ゲレンデで、
第４７回湯の丸スキー大
会が行われました。こ
の日は、朝からの降雪
で視界が悪い中での大
会となりましたが、会
場からは「自己ベスト

が更新できた」と喜ぶ選手の声や家族やチームメイトの大
歓声が聞こえてきました。
　大会の結果は市観光協会ホームページでご覧いただけま
す。〔東御市観光協会ホームページ  http://www.tomikan.jp/〕

第４７回湯の丸スキー大会開催

　東御ロータリークラブから市内の新入学児童へ防犯ブ
ザー３００個が寄贈されました。３月１７日、ラ・ヴェリテで
贈呈式が行われ、関卓司会長から花岡市長へ目録が手渡さ

れ、「防犯ブザー
の要らない安心な
市づくりをした
い」と花岡市長か
ら感謝のあいさつ
がありました。防
犯ブザーの寄贈は
今年で４年目とな
ります。

東御ロータリークラブ防犯ブザー寄贈

●エンビセンノウ（燕尾仙翁）
　県のレッドデータブックに掲載。
　山地の湿った草地に生え、高さ４０～７０
㎝ になるナデシコ科の多年草。
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▼
今
月
は
、
市
内
小
中
学
校
な
ど
の

卒
業
式
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
思
い

出
や
感
謝
な
ど
あ
ふ
れ
る
思
い
が
卒

業
生
の
言
葉
や
歌
を
通
じ
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
会
場
で
も
至
る
所
で
涙

が
見
ら
れ
、
私
も
思
わ
ず
目
頭
が
熱

く
な
る
場
面
も
…
▼
在
校
生
に
学
校

を
託
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
先
輩
方

の
影
を
追
い
か
け
頑
張
っ
た
卒
業
生

の
苦
労
が
伝
わ
り
ま
す
。
そ
れ
を
目

の
当
た
り
に
し
て
い
る
在
校
生
の
お

祝
い
の
言
葉
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
の

責
任
感
が
伺
え
、
卒
業
式
は
学
校
の

伝
統
を
引
き
継
ぐ
大
切
な
場
所
で
も

あ
る
と
取
材
を
通
じ
感
じ
ま
し
た
。

▼
私
が
市
報
と
う
み
を
引
き
継
ぎ
一

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

市
の
歴
史
を
刻
む
場
面
や
伝
統
が
引

き
継
が
れ
る
場
面
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
市
報
担
当　

大
塚
）

編

集

後

記

世帯数

11,463世帯（－２）

総人口

31,756人（－13）

男 15,597人 （＋８）

女 16,159人 （－２１）

（３月１日現在）

人の動き

転入   96人（＋４０）

転出   95人（＋１３）

出生  17人（－３）

死亡  29人（＋１１）

 ※カッコは２月対比

東御市役所はチーム・マイ
ナス６％に参加しています


